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第１回設置検討会議後に実施した意見交換における意見等（水内町内会連合会） 

 

 

【団体構成員からの質問】 

世帯数の少ない現状で湯来東小・湯来西小の２校から PTA の役員を決めるのも年々

保護者の負担が増えていることに加え、湯来保育園で友達になった子どもが少ない人数

なのに２校に振り分けられることを考えた場合、５校統合の前段階で人数の少ない湯来

東小と湯来西小の早期合併は可能なのか、可能ではないのか、教えてほしい。 
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2022 年 12 月 23 日 

                              湯来保育園保護者会 会⻑ 

                                     吉見 真也 

第 2 回湯来地域における小中一貫教育校小中一貫校設置検討会議に向けて 

湯来保育園保護者会 意見・要望とりまとめ 

テーマ…「どのような学校にしたいか（小中一貫校での取り組み内容等）」 

 

【意見・要望】 

・新しく学校を建てるのであれば、地域の方がより学校に関われる施設や移住相談窓口を 

併設しても良いのではないか。 

・小中一貫校になる前段階での湯来東小・湯来⻄小 2 校の合併は可能でしょうか。 

 現在、湯来東小・湯来⻄小ともに⽣徒数・保護者数が減っている。保育園で一緒に過ごした 

子どもたちが、少ない⽣徒数にも関わらず、離れ離れになってしまうことや、世帯数が 

少ない中で東小・⻄小ともに PTA 会⻑等役員の選出が難しくなっていることなど課題を 

抱えている。2 校合併は子どもたち、保護者ともにメリットがあると思う。 

・農業、林業の教育に力を入れるなど、湯来ならではの特色を活かした学校づくりを通じて、 

他地域から移住者を呼び込むことができるようになるといいと思う。 

・湯来東小・湯来⻄小も湯来中も地域資源をフル活⽤した魅力的な教育を受ける機会に 

 とても恵まれているように感じている。小学校 3 学区分で現在行われている地域と学校の 

 取組がしっかり残る学校であることが、「湯来町でこその特徴ある学校」になり、 

 山のふもとや市街地ではできない経験を積むことができる学校になってほしいと思う。 

・新たな教育機関として中高一貫校を設置するのであれば、その周辺に医療・福祉施設や 

 買い物施設、金融機関など町として重要な機能を持った施設・町の課題を解決できる施設を 

集中させ、魅力ある街づくりの拠点となれば理想的だと思う。 

 その上で周辺施設と連携しながら、地域住⺠との交流や職場体験、地元の⾃然とのふれあいや 

 食文化等を通じて学びの場があるような、中山間地ならではの感性が養える、また地元地域に 

愛着の持てる魅力的なプログラムの多くある学校になってほしい。他の小中一貫校の事例や 

視察からも、「魅力的なプログラム」がどういうものなのか学び、湯来町内各小中学校の既存 

の取組を活かしつつ、子どもたちがワクワクするような取組ができれば良い。 

 最終的にはこうした魅力が様々なチャネルを通して発信され、移住者増加に繋がっていけば  

なお良いと思う。 
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・10 年後、20 年後の湯来地域に子どもたちがどれだけいるのかと考えると、 

 新しい学校に向けての議論はもちろんだが、湯来地域に住んでここで子育てをしたい、ここの 

学校でのびのびと学んでほしいと思えるような魅力や、子育てしやすい環境を整えることも 

重要なのでは。 

 その為にも、交通面では大きなバスはもちろん、１日数便ではなくもっと 

 利便性を考え、乗り合いタクシーのように、全ての世代が気軽に利⽤できるものなどが 

 あればいいと思う。湯来地域に住んでいる⼈は⾞を持っているから３０〜４０分かけて、 

 買い物や病院へ行くという固定観念は間違っている。特に子育て中はなかなか身動きも 

取りづらいし、⾞に子どもを乗せるのも苦労する。 

 せっかく温泉もあり、⾃然豊かでいろんな特産物がある湯来なので、新しい学校の設置と 

ともに、道の駅のような市場が設置されるなど、もっと多くの方に湯来の魅力を発信できる 

ような場所があればいいと思う。こうした市場で日⽤品や食料品はもちろん地域の方が作る 

農作物の販売、新しい学校の授業の一環で作った 

 野菜や加工品の販売ができるカリキュラムなどができたら一石二鳥。 

 病院も週２〜３回、五日市など近隣の病院の先⽣が来て、診てくれるようなシステム、 

 小児科や産科、内科など重要な科をコンパクトに集めた複合的な病院、町の小さな病院が湯来 

の中心にあるべきだと思う。 

 新しい学校がどうあるべきかは、今後いろんな学校を視察する中で、湯来地域に合ったものが 

出来ればいいと思う。せっかく新しくできるのであれば、広島や日本を代表するような魅力 

ある学校になれば良いと思う。 


